
  

【
西 

晃
会
長
】 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
た
昨
年
、 

後
手
後
手
の
政
府
の
無
為
無
策
に
よ

り
今
な
お
厳
し
い
状
況
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
昨
年
１１
月

１
日
の
大
阪
市
廃
止
を
問
う
住
民
投

票
で
の
画
期
的
勝
利
、
今
月
２２
日
に 

迫
り
ま
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発 

効
な
ど
、
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
を
支 

え
推
進
す
る
人
々
の
声
は
着
実
に
前 

進
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
辺
野
古
の
た 

た
か
い
も
新
た
な
展
開
を
迎
え
よ
う 

と
し
て
い
ま
す
。 

平
和
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
今
一

度
噛
み
し
め
、
未
来
を
見
据
え
希
望

を
も
っ
て
歩
む
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。
今
年
一
年
が
大
阪
平
和
委

員
会
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。 

【
近
藤
正
・
理
事
長
】 

核
の
な
い
世
界
に
夢
を
馳
せ
る 

正 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ

れ
た
一
年
で
し
た
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
に

知
恵
を
出
し
合
い
励
ま
し
合
っ
て
活

動
を
続
け
た
こ
と
が
実
を
む
す
ん
で
、

組
織
面
で
も
前
進
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

 

ズ
ー
ム
会
議
な
ど
新
た
な
手
法
を 

取
り
入
れ
交
流
し
得
た
こ
と
も
特
筆 

す
べ
き
経
験
で
し
た
。
困
難
に
め
げ

ず
新
た
な
高
み
へ
挑
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

今
年
は
１
月
に
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
し
ま
す
。
世
界
平
和
へ
の
草

の
根
が
生
ん
だ
歴
史
的
な
一
歩
で
す
。 

 

【
中
村
玉
枝
副
理
事
長
】 

昨
年
は
、
２
月
に
西
谷
文
和
さ
ん
の

「
中
東
情
勢
報
告
」
で
幕
開
け
し
て
以

降
は
コ
ロ
ナ
感
染
で
学
習
会
も
で
き
ず
、

１２
月
総
会
で
の
西
谷
文
和
さ
ん
の
「
コ

ロ
ナ
後
の
世
界
」
と
題
す
る
講
演
会
で

締
め
ま
し
た
。
穐
久
会
長
が
「
コ
ロ
ナ

感
染
も
大
変
だ
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
発
効
、
住
民
投
票
の
勝
利
、
ア
メ
リ

カ
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
敗
北
な
ど
、
草

の
根
の
小
さ
な
声
が
大
き
な
流
れ
に
な

っ
て
い
る
！
」
と
。
２
０
２
１
年
は
、

更
に
地
域
の
平
和
へ
の
思
い
に
傾
聴
し

て
、
輪
を
広
げ
る
平
和
委
員
会
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

◁
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
役
員
一
同 

会 
長 

 

西 

晃 

副
会
長 

 
岩
田
幸
雄
・
寺
戸
月
美 

片
方
真
佐
子 

副
理
事
長 

鈴
木
久
・
玉
置
敏
次 

 

中
村
玉
枝 

事
務
局
長 

上
羽
治
雄 

 

〃
次
長 

吉
田
一
江
・
亀
井
明
子 

   

 

１２
月
２０
日
大
阪
平
和
委
員
会
を
会

場
に
し
て
日
本
学
術
会
議
任
命
拒
否

問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会
が
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
７０
人
以
上
の
参
加
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
冨
田
宏
治
・
関
西
学
院
大

学
教
授
が
「
今
日
こ
れ
か
ら
学
習
す

る
学
術
会
議
任
命
拒
否
問
題
な
ど

『
ア
ベ
の
ま
ま
で
ス
ガ
』
首
相
が
説

明
責
任
を
果
た
せ
な
い
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
る
」
と
開
会
挨
拶
。
次
に
、

任
命
拒
否
さ
れ
た
６
人
の
学
者
の
ひ

と
り
の
小
沢
隆
一
・
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
教
授
が
「
首
相
は
『
民
間
出
身

者
や
若
手
が
少
な
い
』
な
ど
と
言
っ

た
が
、
こ
の
間
の
学
術
会
議
の
努
力

で
是
正
さ
れ
て
き
た
。
推
薦
さ
れ
た

会
員
候
補
の
任
命
を
首
相
が
こ
う
し

た
理
由
で
拒
否
で
き
る
法
的
根
拠
は

学
術
会
議
法
の
ど
こ
に
も
な
い
。
菅

政
権
の
強
権
支
配
に
よ
る
平
和
と
憲

法
破
壊
と
正
面
か
ら
た
た
か
い
ぬ
く
」

と
決
意
表
明
。
続
い
て
日
本
科
学
者

会
議
事
務
局
長
の
井
原
聴
さ
ん
が

「
日
本
学
術
会
議
任
命
拒
否
の
狙
い

と
問
題
点―

軍
事
研
究
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
１
時
間
以
上
に

わ
た
り
７０
頁
以
上
の
レ
ジ
ュ
メ
を
用

い
て
講
演
を
行
い
、
任
命
拒
否
問
題

は
次
の
１
．
～
７
．
に
該
当
す
る
の
で

正
常
化
す
る
の
が
第
一
の
課
題
と
強

調
し
ま
し
た
。 

１
．
憲
法
違
反
・
学
術
会
議
法
違
反 

２
．
倫
理
性
の
欠
如
、
理
由
を
示
さ
ず

拒
否
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
極
致 

３
．
恫
喝

的
政
治
手
法 

４
．
学
術
・
文
化
の
無

理
解
（
政
治
活
動
の
道
具
と
し
て
し

か
見
な
い
）
５
．
憲
法
第
１９
条
思
想

及
び
良
心
の
自
由
、
憲
法
第
２１
条
表

現
の
自
由
を
侵
害
、
学
術
の
多
様
性

の
保
証
の
損
壊 

６
．
学
術
会
議
を

政
府
の
意
向
に
沿
う
よ
う
変
質
を
目

論
見 

７
．
安
倍
政
権―

官
僚
統
制
、

法
律
を
変
え
て
検
察
人
事
に
介
入
。

菅
政
権―

違
法
な
人
事
介
入
フ
ァ
シ

ズ
ム
的
手
法
・
倣
慢
な
時
代
錯
誤
。 

 

最
後
に
西
晃
会
長
が
、「
今
日
の
井

原
さ
ん
の
講
演
で
学
術
会
議
の
新
会

員
候
補
の
任
命
拒
否
問
題
の
本
質
が 

 

       

よ
く
理
解
で
き
た
。
法
曹
界
に
属
す

る
も
の
と
し
て
も
こ
の
問
題
は
許
せ

な
い
」
と
閉
会
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

 

視
聴
会
終
了
後
、
立
命
館
大
学
に

通
う
大
阪
平
和
委
員
会
青
年
協
の
役

員
が
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
挨
拶
を
し

ま
し
た
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
天
王
寺
平
和

委
員
会
と
と
も
に
、
１
月
１５
日
正
午

か
ら
近
鉄
上
本
町
駅
前
で
沖
縄
連
帯

行
動
を
１１
人
参
加
で
実
施
。 

う
た
ご
え
協
議
会
の
仲
間
４
人
も

「
沖
縄
を
返
せ
」
を
歌
い
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
と
い
う
こ

と
も
考
慮
し
、
「
３
密
」
を
避
け
る
た

め
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
中
止
と
普

天
間
基
地
撤
去
を
求
め
る
」
と
「
日
米

地
位
協
定
の
改
正
を
求
め
る
」
二
つ

の
署
名
用
紙
と
消
毒
液
を
テ
ー
ブ
ル

の
上
に
置
い
て
署
名
し
て
も
ら
う
工

夫
を
し
た
結
果
、
１７
筆(

二
つ
と
も)

の
署
名
と
カ
ン
パ
１
１
１
０
円
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

上
羽
事
務
局
長
と
う
た
ご
え
協
議 

会
の
立
川
孝
信
さ
ん
が
「
菅
政
権
は

沖
縄
戦
の
犠
牲
者
の
遺
骨
が
眠
る
縄

本
島
南
部
か
ら
土
砂
を
掘
り
出
し
辺 

野
古
の
埋
め
立
て
に
使
お
う
と
し
て 

 

  

 

 
 

    

い
る
。
県
民
の
心
を
踏
み
に
じ
る
基

地
建
設
は
や
め
る
べ
き
だ
」「
菅
政
権

は
史
上
最
大
の
５
・
５
兆
円
超
の
来

年
度
予
算
を
軍
拡
に
つ
ぎ
こ
も
う
と

し
て
い
る
。
軍
拡
は
や
め
コ
ロ
ナ
対

策
と
暮
ら
し
へ
回
さ
せ
よ
う
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。 

                         

許
す
な
！
任
命
拒
否

ン
否
紅
葉
下
の
柿
狩

り

り
・
紅
葉
満

喫 

四
地
域
組

織 
 

未
来
見
据
え
希
望
持
ち
歩
む 

【２月の行事案内】  
3日(水) 大阪安保幹事会 10：00／常任理事会 18：00  

6日(土)「敵地攻撃能力」と大軍拡に反対するオンライン学習会 

14：00～16：00 千坂純日本平和委員会事務局長講演 
7日(日) 浦添市長選投開票 
９日(火) 大阪原水協６・９行動 12：00 近鉄上本町駅前 
11日(木「建国記念日」不承認 大阪府民のつどい 13：00 高津ガーデン 

岡田知弘氏講演「大阪市廃止を止めた力で大阪の再生を」 
15日(月）沖縄連帯行動 12：00 近鉄上本町駅前 
22日(月) 大阪安保 23行動 12：00 淀屋橋 
27日(土) 天王寺総会 13：30～14：10  大阪市立社会福祉センター 

オカリナ演奏と「敵地攻撃能力って何」上羽事務局長講演 
28日(日) ビキニデーオンライン集会 10：00～(～３／１) 
     

沖
縄
連
帯
行
動 
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米
空
母
艦
載
機
離
着
陸
訓
練
の
移

転
先
と
し
て
政
府
が
進
め
る
、
鹿
児

島
県
西
之
表
市(

種
子
島)

の
馬
毛
島

を
米
軍
・
自
衛
隊
の
軍
事
基
地
に
す

る
動
き
が
激
化
。
こ
れ
に
反
対
す
る

八
板
俊
輔
市
長
と
市
議
の
再
選
を
か

け
た
市
長
・
市
議
選(

１
月
３１
日
投

票)

が
迫
る
な
か
馬
毛
島
軍
事
基
地

化
反
対
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
が
３０
府
県

１
５
０
人
以
上
の
参
加
で
開
催
さ
れ

大
成
功
し
ま
し
た
。  

司
会
は
千
坂
純
日
本
平
和
委
員
会

事
務
局
長
。
映
画
「
馬
毛
島
」
の
上

映
、
三
宅
公
人
・
市
民
団
体
連
絡
会

会
長
と
種
子
島
平
和
委
員
会
の
訴
え

長
崎
平
和
委
員
会
の
富
塚
明
さ
ん
の

「
日
米
軍
事
同
盟
強
化
の
中
で
の
馬

毛
島
問
題
に
つ
い
て
」
の
ミ
ニ
講
議 

全
国
各
地
か
ら
の
連
帯
発
言
と
い
う

盛
沢
山
の
内
容
で
し
た
。 

関
西
を
代
表
し
て
上
羽
事
務
局
長

が
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
、
現
地
の

皆
さ
ん
を
大
い
に
励
ま
し
ま
し
た
。  

 
―

大
阪
で
は
昨
年
１１
月
１
日
大
阪

市
廃
止
の
是
非
を
問
う
「
住
民
投

票
」
が
行
わ
れ
、
６２
・
３５
％
と
い

う
高
い
投
票
率
の
な
か
、
「
賛
成
」

４９
・
３
％
、
「
反
対
」
５０
・
６３
％ 

そ
の
差
１
・
２６
％(

約
１
万
７
０
０

０
票)

の
僅
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
に
続
い
て
２
連
勝
と
な 

        

り
、
１
３
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

大
阪
市
の
存
続
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。  

テ
レ
ビ
な
ど
で
は
大
阪
市
廃
止
を

意
味
す
る
「
大
阪
都
構
想
」
に
賛
成

す
る
芸
能
人
や
評
論
家
が
動
員
さ
れ

圧
倒
的
な
宣
伝
を
す
る
中
、
反
対
派

の
我
々
は
対
話
や
街
頭
宣
伝
に
よ
る

地
道
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
以
外

に
反
対
票
を
広
げ
る
手
段
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。  

大
阪
平
和
委
員
会
で
は
、
大
阪
市

議
会
の
傍
聴
を
続
け
て
き
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
を
招
き
「
住
民
投
票
」
前

に
学
習
会
を
開
き
理
論
武
装
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
他
の
平
和
友
好

団
体
と
と
も
に
街
角
で
「
大
阪
都
構

想
」
反
対
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、

「
大
阪
市
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
続
け

ま
し
た
。
投
票
日
に
も
天
王
寺
区
な

ど
の
投
票
所
前
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。  

馬
毛
島
の
軍
事
基
地
化
は
、
北
朝

鮮
や
中
国
を
刺
激
し
、
両
国
に
さ
ら

な
る
軍
備
増
強
の
口
実
を
与
え
て
し

ま
い
、
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
妨
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。  

大
阪
平
和
委
員
会
と
し
て
も
、
馬

毛
島
の
軍
事
基
地
化
反
対
署
名
を
３

０
０
筆
、
募
金
を
１
万
円
集
め
て
届

け
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
署
名
・
カ
ン
パ

を
増
や
す
と
と
も
に
、
市
長
・
市
議
選

勝
利
に
む
け
電
話
作
戦
で
も
協
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す―

 

   

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
１
月
６
日
夜

第
２
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

普
段
と
変
わ
ら
な
い
２１
人
と
い
う
多

数
の
出
席
者
は
全
員
体
温
の
測
定
と

い
う
関
所
を
通
っ
て
か
ら
入
室
し
会

議
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。  

 

い
つ
も
な
ら
１８
時
～
２０
時
ま
で

の
２
時
間
を
さ
く
と
こ
ろ
で
す
が
、

議
長
の
近
藤
理
事
長
は
コ
ロ
ナ
禍
を

考
慮
に
入
れ
、
１
時
半
と
会
議
短
縮

を
図
り
な
が
ら
も
出
席
者
に
全
員
発

言
し
て
も
ら
う
措
置
を
こ
う
じ
ま
し

た
。  

西
晃
会
長
が
開
会
と
閉
会
の
挨
拶

（
写
真
）
。
会
長
は
１
月
２２
日
に
核

兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を
迎
え
る
と

い
う
新
し
い
世
界
を
目
の
前
に
し
て

い
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
猛
威
を

ふ
る
い
、
被
爆
者
訴
訟
裁
判
の
日
程

に
も
大
き
く
影
響
し
始
め
て
い
る
と

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
注
意
を
喚
起
し
ま
し

た
。  

発
言
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
以
下

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。  

◎
高
槻
島
本
平
和
委
員
会―

寝
屋
川

市
か
ら
被
爆
者
を
招
い
て
学
習
会
を

開
催
し
た
が
、
司
会
を
高
校
生
に
し

て
も
ら
っ
た
。
会
員
も
ひ
と
り
増
。  

◎
都
島
平
和
委
員
会―

大
阪
安
保
役

員
の
植
田
保
二
（
高
槻
平
和
委
員
会

会
員
）
さ
ん
を
招
い
て
「
敵
基
地
攻

撃
能
力
っ
て
何
」
の
学
習
会
を
実
施

す
る
。
１６
歳
の
と
き
、
広
島
で
被
爆

し
た
岩
佐
幹
三
（
み
き
そ
う
）
さ
ん 

        
（
享
年
９１
歳
）
の
体
験
に
基
づ
く
紙

芝
居
を
と
り
よ
せ
実
演
し
た
い
。  

＊
事
務
局
の
ほ
う
で
早
速
こ
の
紙
芝

居
を
注
文
し
ま
し
た
が
、
今
注
文
が

殺
到
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
は
届
け
ら

れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。  

◎
旭
区
平
和
委
員
会―

年
末
会
員
２

６
０
名
達
成
に
こ
だ
わ
り
２
人
一
組

で
家
庭
訪
問
し
、
会
員
拡
大
を
は
か

っ
た
。  

◎
天
王
寺
平
和
委
員
会―

天
王
寺
平

和
委
員
会
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
「
大
阪
城
平
和
ウ
ォ
ー
ク
」
に
年

明
け
に
出
か
け
た
。  

◎
八
尾
平
和
委
員
会―

１
月
２２
日
は

２
時
に
近
鉄
八
尾
駅
に
集
ま
り
手
製  

の
ゼ
ッ
ケ
ン
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
も
ち

よ
り
宣
伝
予
定
。 

   

１
月
１７
日
本
平
和
委
員
会
の
オ
ン

ラ
イ
ン
第
２
回
常
任
理
事
会
が
２０
名

の
出
席
で
開
か
れ
、
大
阪
か
ら
は
上

羽
事
務
局
長
と
岩
本
悟
青
年
協
副
議

長
が
出
席
。 

こ
の
会
議
の
目
的
は
、
１
月
３０
日

に
開
か
れ
る
第
１
回
理
事
会
に
向
け

た
議
案
提
案
と
そ
の
検
討
。 

最
初
に
千
坂
事
務
局
長
が
方
針
案

の
提
案
。
そ
の
中
で
千
坂
事
務
局
長

は
「
大
阪
で
は
昨
年
１１
月
１
日
に
実

施
さ
れ
た
『
住
民
投
票
』
で
大
阪
市
廃

止
を
僅
差
で
止
め
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
こ
の
住
民
投
票
で
は
１０
以
上
あ

る
大
阪
市
内
の
基
礎
組
織
が
大
奮
闘

し
、
地
域
平
和
委
員
会
の
真
骨
頂
が

し
め
さ
れ
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。 

次
に
岩
月
事
務
局
次
長
か
ら
財
政

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

        

続
く
討
論
の
中
で
は
、
上
羽
事
務 

局
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
遠
く
へ
移

動
で
き
な
く
な
り
、
地
元
で
活
動
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
地
域
平
和
委

員
会
の
存
在
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。

大
阪
に
は
大
阪
市
内
だ
け
で
な
く
府

内
各
地
に
基
礎
組
織
が
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
な
か
、
会
員
一
人
ひ
と
り
と

つ
な
が
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
と

工
夫
（
家
庭
訪
問
な
ど
）
を
こ
ら
し
て

活
動
し
て
い
る
」
と
大
阪
の
奮
闘
を

報
告
し
ま
し
た
。 

             

「コロナ禍の中お薦めの図書】 

「砂戦争」知られざる資源争奪戦 石弘之著 角川新書 
環境 NGO「グローバル・フットプリント・ネットワーク」は

地球オーバーシュート・デー」(地球の能力を超えた日)を毎
年発表している。森林、水産物、水資源など、1年間で地球が
資源を再生できる能力をあらかじめ計算し、人類の資源消費
量がこの目標を突破する日だ。つまり、私たちが 1 年間で生
活するうち、この日を境に将来世代の分を「先食い」して自然
資源を消費していることを意味する。 
世界では 1990年には 10月 11日だったのが、2020年には 8

月 22 日に早まった。つまり、この日以降の 2020 年の残され
た日々を人類は「原資」に手をつけながら、「赤字」の生活を
することになる。 
をすることになる。 
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紙誌代値上げのお知らせ 

４月より月 400 円の平和新
聞代と 250 円の平和運動代
がそれぞれ 70 円と 50 円値
上げされます。引き続きご
愛読をお願いします。 


